
東 洋 越 陳 人 （とうよ う え つ ち ん じん ） １８３６－ １９１６ 

越 後 と旅 を 愛 した 文 人 画 家 。 

 天 童 ・郡 平 （ぐ ん へ い ) 

 東 洋 越 陳 人 は 本 名 を 服 部 郡 平 (は っ と り ぐ ん へ い )と い い 、

1836 年 （天 保 7 年 ）に 頸 城 郡 野 村 （現 ・上 越 市 三 和 区 野 ）

で 農 家 の 次 男 として 生 ま れ ま した 。子 ど もの ころ か ら近 く

の 寺 子 屋 に 通 い 、漢 学 に 明 る か った ほ か 、絵 を 描 くことが

得 意 で した 。神 社 の 祭 りで 提 灯 に 絵 を 描 くな ど 、そ の 才 能

は 周 囲 の 大 人 を 驚 か せ ま した 。大 人 た ち は 郡 平 の ことを

天 童 と呼 ん だ と言 い ま す 。 

修 行 ・放 浪 の 時 代  

 郡 平 は 20 歳 に な っ た ころ 、医 学 を 志 して 長 崎 へ 旅 立 ち ま した 。ところ が 郡 平 は 医 師

に は な らず 、長 崎 三 画 人 の 一 人 で 禅 宗 の 僧 侶 だ った 鉄 翁 祖 門 (て つ お うそ もん )に 弟

子 入 りし、絵 を 学 ぶ ことに な りま す 。郡 平 が 30 歳 に な ろ うか とい うこ ろ 、鉄 翁 は 郡 平 に

「越 陳 人 」の 号 を 与 え ま した 。これ を 機 に 画 人 として 独 立 を 果 た した 越 陳 人 で した が 、

そ の 生 活 は 苦 しく、あ ん ま や 傘 作 りを して 暮 らした と伝 え ら れ て い ま す 。そ して 諸 国 を

放 浪 しな が ら絵 の 勉 強 を す る 時 代 が 始 ま りま した 。 

 1877 年 （明 治 10 年 ）、越 陳 人 は 突 然 の 帰 郷 を 果 た しま した 。20 年 あ ま りの 修 行 と放

浪 生 活 も終 わ りを 告 げ る ことに な りま す 。天 童 と呼 ば れ た 少 年 もす で に 40 歳 を 過 ぎ て

い ま した 。 

東 洋 越 陳 人  

 故 郷 に もど った 越 陳 人 は 、新 潟 や 北 陸 地 方 を 旅 しな が ら絵 を 描 き ま した 。1882 年

（明 治 15 年 ）に は 、越 陳 人 は 新 潟 県 か ら推 薦 され て 、全 国 絵 画 共 進 会 に 代 表 作 「苗

名 滝 (な え な た き )」ほ か 2 点 を 出 品 し、明 治 天 皇 に よ る 天 覧 の 名 誉 を 受 け ま した 。越 陳

人 の 名 声 は ひ とき わ 高 くな り、全 国 に 名 を 知 られ る 画 家 に な りま した が 、越 陳 人 自 身

は 変 わ らず 上 越 地 方 を 中 心 に あ ち らこち らと旅 を しな が ら 画 作 に ふ け る 毎 日 を 暮 らし

て い ま した 。 

 1886 年 （明 治 19 年 ）に は 、直 江 津 五 智 に よ うや く居 を 構 え 終 の 棲 家 としま す 。 

 そ の 日 の 暮 らしに 困 る ほ ど の 貧 窮 の 中 に 身 を 置 き な が らも自 由 を 選 び 、好 き な 酒 を

飲 み な が ら、頼 ま れ て 絵 を 描 く人 生 を 送 った 越 陳 人 は 、1916 年 （大 正 5 年 ）、80 歳 で



亡 くな りま した 。墓 が 五 智 の 光 源 寺 (こうげ ん じ)に 築 か れ て い ま す 。飾 らな い 人 柄 と数

多 く残 され た 絵 が 今 で も根 強 い ファン の 心 を 掴 ん で い ま す 。 

 


